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１． はじめに 

 日本の海岸線は、平成 11 年に公布された新たな「海

岸法」により、「災害からの海岸の防護」だけでなく、

「海岸環境の整備と保全」、「公衆の海岸の適正な利用」

といった、「防護」、「環境」、「利用」の調和のとれたも

のへと変化してきた。しかし歴史的経過から、今なお

「防護」の面が強く目立つ海岸が多く見られる。 

そこで本研究は、今後海岸線に、より「環境」、「利

用」の概念を定着させるための第一歩として、海岸線

へのアクセスの向上をはかり、人々がより海を意識す

ることのできる環境づくりを目指すことを目的とする。 

研究場所は千葉県の東京内湾とする。ここは、海岸

線がほぼ企業岸壁化しているところが多く、民間に開

放されている部分がとても少ない。そして海岸線への

アクセスの問題も多い場所である。 

研究内容としては、文献などにより湾内や湾岸の歴

史を調べ、その後現況調査を行った結果から対象地域

の土地利用、アクセスの現状について調査し、アクセ

ス改善が考えられる場所を選定し、具体的な改善案を、

事例を用いて検討した。 

２．千葉県・東京湾沿岸の現状 

（１）埋立事業の歴史 

東京湾沿岸の埋立事業は、明治、大正期ごろに東京

都、神奈川県付近から徐々に始まり、昭和元年以降に

千葉県に広がっていった。また、千葉県の埋立が大幅

に進んだのは、昭和 40 年から 60 年頃である。 

（２）湾内の現状 

 地形は、富津岬、観音崎付近から太平洋に落ち込む

かたちとなっている。東京内湾は比較的緩やかである。 

（３）湾岸の土地利用の現状 

 図－１に現況調査による土地利用の現状、図－２に 

現存する資源を示す。 

千葉県の東京湾沿岸は、千葉市の中央区から袖ヶ浦市

付近のように工業用地としての利用が多く見られる。 

 

図－１ 湾岸の土地利用の現状 

 

図－２ 現存する資源 
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このような工業地帯では、内陸から海岸線へのアク

セスや海岸線沿いのアクセス状況が非常に悪い。現在、

民間に開放されている部分は、浦安市、市川市、船橋

市、千葉市、木更津市、富津市の一部分などがあげら

れる。 

３．アクセスの現状と改善についての検討 

図－３にアクセスの現状、図－４に資源とアクセス

の関係を示す。 

 

図－３ アクセスの現状 

 

図－４ 資源とアクセスの関係 

図－３から、北側は交通の便が良く、南に向かうに

つれ交通の便が悪くなっていることがわかる。 

現在湾岸にある資源で、アクセス改善に利用できる

ものは、市川市と船橋市にある三番瀬、千葉市の幕張

の浜、検見川の浜、いなげの浜、木更津市の盤洲干潟、

富津市の富津洲などの人工海浜や自然の干潟、その他、

親水公園などがあげられる。これらの資源を利用し、

アクセスの改善について考える必要がある。 

 湾内全体でアクセスの改善を考えるため、事例とし

て、アメリカのボストンの都市計画、そして大阪湾の

「なぎさ海道」プロジェクトの２つをとりあげた。ど

ちらの事例も、水辺の魅力的な拠点を確保し、行政、

市民、NPO、企業などが連携して公共的なハード整備

とソフトの充実に取り組み、親水拠点と交通結節点、

親水拠点の相互などをネットワーク化させ、アクセス

の改善をはかっていた。ボストンでは水際に遊歩道を

整備し、大阪湾では主に水辺付近の道路を利用するこ

とによってそれぞれネットワーク化を実現させている。 

 千葉県のアクセスを改善するため、海岸沿いに遊歩

道を整備することを提案する。これにより、資源がネ

ットワーク化され、人々の海沿いのアクセス改善がは

かれると考えられる。現状では、資源が充実していて

内陸から海辺への交通の便も良い、浦安市から千葉市

の美浜区付近までが実現の可能性が高いと思われる。 

４．結論 

 現況調査から、浦安市から千葉市の美浜区付近には

人工海浜や大規模商業施設があり、木更津市と富津市

付近には天然の干潟があるなど、千葉県の海岸には魅

力的な資源が存在することがわかった。 

 アクセスについては、海岸沿いに遊歩道を整備し、

現存する資源を相互にネットワークさせることによっ

て、海沿いのアクセスが改善されると思われる。現状

では浦安市から千葉市の美浜区付近が実現可能な場所

と考えられるが、将来、全体的に交通アクセスが改善

され、工業地帯の民間への海辺開放なども見直されれ

ば、千葉県の東京内湾側全体をとおして遊歩道を整備

し、総合的にアクセスの改善をはかれると考えられる。 
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